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町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
優
秀
選
手
表
彰

富
士
河
口
湖
町
消
防
団
が

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
で
優
勝

小
立
少
年
野
球
が
優
勝

「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」日
本
代
表
決
定

　
10
月
13
日
か
ら

16
日
に
テ
ヘ
ラ
ン

（
イ
ラ
ン
）
に
て

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ア
ジ
ア
大

陸
最
終
予
選
会
兼

ア
ジ
ア
カ
ヌ
ー
ス

プ
リ
ン
ト
選
手
権

大
会
が
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン

ト
競
技
で
富
士
ヶ

嶺
出
身
の
渡
邊
大

規
（
ワ
タ
ナ
ベ 

ヒ

ロ
キ
）
選
手
が
出
場
し
、
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
２
０
０

ｍ
で
優
勝
し
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
渡
邊
選
手
は
、
こ
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
来
年
行
わ
れ
る
「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
日

本
の
出
場
権
を
獲
得
し
、
そ
し
て
10
月
18
日
に
は
、
正

式
に
「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
代
表
と
し
て
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
１
０
０

０
ｍ
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
た
時
に
「
次
の
目
標
は

２
年
後
の
『
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
ま
す

！
』
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
出
場
と
い
う
、
大
き

な
目
標
を
現
実
に
し
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
は
町
・
精
進
湖
を
代
表
す
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
、
地
元
か
ら
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
日
本

代
表
選
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
、
富
士
河
口
湖
町
民
と
し
て
誇
り
だ
と
思
い
ま

す
。

　
10
月
10
日
、
日

本
ハ
ム
旗
第
13
回

関
東
学
童
軟
式
野

球
秋
季
大
会
山
梨

県
大
会
に
お
い
て
、

小
立
少
年
野
球
が

見
事
初
優
勝
し
関

東
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

初
戦
の
韮
崎
甘
利

戦
は
、
１
対
０
の

投
手
戦
で
完
封
勝

利
、
二
回
戦
の
甲

府
玉
諸
戦
で
は
打

撃
戦
と
な
り
、
10
対
５
で
競
り
勝
ち
、
三
回
戦
上
吉
田

戦
３
対
０
は
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
の
勝
利
、
準

決
勝
戦
の
甲
府
羽
黒
つ
ば
さ
戦
５
対
３
は
、
序
盤
か
ら

リ
ー
ド
さ
れ
最
終
回
で
の
逆
転
勝
利
、そ
し
て
、
決
勝
戦

の
東
桂
戦
で
は
、
中
盤
ま
で
の
投
手
戦
、
中
盤
か
ら
の

打
撃
戦
に
よ
っ
て
５
対
３
で
勝
ち
山
梨
県
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
大
会
は
11
月
に
千
葉
県
の
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
タ
ウ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
代
表
、
そ
し
て
山
梨
県
代
表
と
し
て

悔
い
が
残
ら
ぬ
よ
う
『
小
立
野
球
』
を
展
開
し
、
関
東

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
（
土
）
に
笛
吹
市
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス

ポ
ー
ツ
広
場
に
お
い
て
「
第
32
回
山
梨
県
消
防
団
員
親

睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
富
士
五

湖
支
部
の
代
表
と
し
て
町

消
防
団
が
出
場
し
、
１
回

戦
不
戦
勝
（
対
南
部
町
）
、

準
決
勝
12―

６（
対
南
ア

ル
プ
ス
市
）で
勝
ち
進
み
、

決
勝
戦
で
は
２
本
の
本

塁
打
を
含
む
17
安
打
と

打
線
も
つ
な
が
り
17―

３
で
山
梨
市
消
防
団
に

勝
利
し
、
見
事
、
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
選
手
は
、

全
７
分
団
か
ら
21
名
の

選
抜
選
手
で
、
「
町
消

防
団
全
団
員
が
一
丸
と
な

っ
た
う
れ
し
い
結
果
」（
渡

辺
重
壽
団
長
）
と
勝
利
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
富
士
河
口
湖
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
は
、
平
成
23

年
度
町
制
祭
記
念
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
し
、
そ
の
中

で
、
富
士
河
口
湖
町

内
の
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
、

優
秀
選
手
お
よ
び
殊

勲
選
手
の
表
彰
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
優
秀
選
手
賞
な
ら

び
に
殊
勲
選
手
賞
の

表
彰
を
受
け
た
選
手
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富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭

　
「
鐘
楼
の
ふ
た
り
」制
作
ス
タ
ー
ト

富
士
北
麓
科
学
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
Ｕ-

15
優
秀
選
手
賞

　
手
塚
さ
や
か
（
女
・
勝
山
中
３
年
）

　
渡
邊
優
衣
　
（
女
・
湖
南
中
３
年
）

　
徳
山
静
香
　
（
女
・
湖
北
中
３
年
）

　
永
井
　
陸
　
（
男
・
湖
南
中
２
年
）

○
Ｕ-

12
優
秀
選
手
賞

　
久
門
真
愛
　
（
女
・
勝
山
小
６
年
）

　
諏
訪
田
侑
沙
（
女
・
大
石
小
６
年
）

　
小
池
愛
雅
　
（
女
・
小
立
小
６
年
）

　
勝
俣
果
子
　
（
女
・
船
津
小
６
年
）

　
三
浦
拓
海
　
（
男
・
船
津
小
６
年
）

　
小
池
勇
盛
　
（
男
・
小
立
小
５
年
）

○
町
制
祭
記
念
大
会 

殊
勲
選
手
賞

　
小
佐
野
圭
奈
（
女
・
勝
山
小
６
年
）

　
梶
原
夏
奈
　
（
女
・
大
石
小
６
年
）

　
馬
場
咲
衣
　
（
女
・
小
立
小
６
年
）

　
土
橋
萌
李
　
（
女
・
船
津
小
６
年
）

　
荒
井
　
陸
　
（
男
・
船
津
小
６
年
）

　
板
山
太
成
　
（
男
・
小
立
小
５
年
）

　
９
月
28
日
に
富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
で
本
年
度
制

作
す
る
映
画
「
鐘
楼
の
ふ
た
り
」
の
制
作
発
表
記
者
会

見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
作
品
は
、
今
年
２
月
の
富
士

山
・
河
口
湖
映
画
祭
シ
ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
脚
本
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ

ま
す
。

　
今
年
度
制
作
す
る
作
品
は
、
倦
怠
期
を
迎
え
た
恋
人

が
富
士
河
口
湖
町
で
デ
ー
ト
す
る
中
、
様
々
な
出
来
事

に
遭
遇
し
、か
つ
て
愛
を
誓
い
合
っ
た
「
勝
山
愛
の
鐘
」
に

再
び
訪
れ
る

と
い
う
物
語

で
す
。

　
こ
の
映
画

制
作
に
先
立

ち
ま
し
て
、

制
作
発
表
記

者
会
見
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
３

作
品
の
映
画

を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た

が
、
今
年
の

作
品
か
ら
は

監
督
も
新
し

く
な
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
っ
た
作
品

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
主
演
に
は
国
内
外
の
映
画
祭
で
評
価
を
受
け
て
い
る

佐
久
間
麻
由
さ
ん
を
向
か
え
、
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
な

ど
に
も
ご
出
演
し
て
い
た
佐
藤
貴
広
さ
ん
、
映
画
「
剱

岳
」
で
独
特
の
世
界
観
を
出
し
て
い
た
モ
ロ
師
岡
さ
ん

な
ど
実
力
派
俳
優
陣
が
脇
を
固
め
て
い
ま
す
。

　
記
者
会
見
に
は
監
督
の
五
藤
利
弘
さ
ん
、
脚
本
の
吉

田
忠
史
さ
ん
、
主
演
の
佐
久
間
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、「
富

士
山
や
青
木
ヶ
原
樹
海
の
美
し
さ
な
ど
を
映
画
で
表
現

し
て
い
き
た
い
」
と
こ
の
作
品
に
対
す
る
熱
い
想
い
が

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
撮
影
は
、
10
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
青
木
ヶ
原
樹
海
、

河
口
湖
駅
な
ど
町
内
各
地
で
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
作

品
と
同
様
に
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
や
昼
食
の
ご
準
備
、
撮

影
場
所
の
ご
提
供
な
ど
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ま
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
作
品
「
鐘
楼
の
ふ
た
り
」
は
、
２
月
18
日
・
19
日
の

第
５
回
富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
で
公
開
い
た
し
ま
す
。

　
９
月
27
日
（
火
）
に
富
士
吉
田
市
の
県
立
吉
田
高
校

で
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の
小
柴
昌
俊
先
生
に

よ
る
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
こ
の
講
演
会
は
、

「
富
士
北
麓
を
科

学
の
拠
点
に
」
と
い

う
願
い
の
も
と
、富
士

北
麓
の
小
中
高
の

理
科
教
員
が
中
心

と
な
っ
た
「
富
士
北

麓
科
学
塾
実
行
委

員
会
」
が
主
催
し
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士

北
麓
ま
ち
づ
く
り
ね

っ
と
わ
ー
く
」
が
共

催
し
た
も
の
で
、
参

加
者
は
同
地
域
に

住
む
小
中
高
生
で
、

学
校
を
通
じ
て
募

集
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
自
ら

理
事
長
を
務
め
る

平
成
基
礎
科
学
財

団
設
立
の
苦
労
や
、ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
含
む
素
粒
子
や

そ
の
間
に
は
た
ら
く
４
つ
の
力
な
ど
、
専
門
的
な
内
容
も

含
め
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
や
さ
し
い
語
り
口
で
話
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
、「
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
能
動
的
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
は
、
必
ず
で
き
る
ん
で
す
。
」
と
い
う
演
題

に
も
な
っ
て
い
る
内
容
を
語
る
小
柴
先
生
に
は
、こ
れ
か

ら
の
日
本
を
支
え
て
い
く
若
者
へ
の
強
い
想
い
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
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11
月
15
日
は
、
富
士
河
口
湖
町
が
誕
生
し
た
記
念
日
で

す
。
合
併
し
て
本
年
で
８
年
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
11
月
15
日
に
は
、
記
念
式
典
を
開
催
し
、
町
政
功

労
者
や
善
行
者
の
表
彰
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
は
左
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
町
民
の
方
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
15
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
さ
く
や
ホ
ー
ル

●
問
合
先
　
総
務
課
秘
書
係
　
TEL
７
２‐
１
１
１
２

　
最
寄
の
場
所
に
持
ち
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
回
収
日
以
外
は
、
絶
対
に
持
ち
込
み
を
し
な
い
よ
う
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
持
ち
込
み
の
で
き
る
種
類
お
よ
び
持
ち
込
み
方
法

１
　
Ｊ
Ａ
北
富
士
・
Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
で
販
売
し
て
い
る
専

　
　
用
の
回
収
袋
を
購
入
し
、
袋
に
詰
め
て
出
す
品
目
。

　
　
①
野
菜
用
マ
ル
チ
　
　
②
農
ポ
リ
ビ
ニ
ー
ル

　
　
③
茶
色
に
劣
化
し
た
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル

　
　
④
泥
の
つ
い
た
パ
ン
チ
フ
ィ
ル
ム

２
　
ハ
ウ
ス
用
の
ビ
ニ
ー
ル
は
、
折
り
た
た
み
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

　 
(

た
だ
し
、
糸
入
り
の
ビ
ニ
ー
ル
は
出
す
こ
と
が
で
き

　
　  

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い)

３
　
肥
料
の
袋
は
、
重
ね
て
折
り
た
た
み
、
紐
で
十
文
字

　
　
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

４
　
花
き
出
荷
用
の
か
ご
ケ
ー
ス
は
、
重
ね
て
、
紐
で
十

　
　
文
字
に
縛
っ
て
下
さ
い
。

５
　
花
き
苗
・
野
菜
苗
の
ビ
ニ
ー
ル
鉢
は
、
透
明
の
ゴ
ミ

　
　
袋
等
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

※

指
定
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
持
ち
込
み

　
場
所
で
、
手
直
し
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
合
先
　
農
林
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
５
　

　
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を
受
け

取
っ
て
い
た
方
も
含
め
て
、
新
た

に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
手
続
及
び
申
請
書
類

１
申
請
書
（
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
　
　
　
　
押
印
し
て
下
さ
い
）

２
申
請
者
の
健
康
被
保
険
者
証
・
銀
行
口
座
の
写
し

※

別
居
し
て
い
る
場
合
等
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

■
提
出
先
　
町
役
場
住
民
課
・
各
出
張
所

　
　
　
　
　（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
）

※

各
出
張
所
で
の
受
付
は
11
月
末
ま
で

■
提
出
時
期
　
平
成
24
年
２
月
の
支
給
月
に
受
け
取
る
た

　
め
に
は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

※

な
お
、
経
過
措
置
に
よ
り
、
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に

　
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
10
月
分
か
ら
の
手
当
て
を

　
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
先
　
住
民
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
４

◎
そ
の
１
『
犬
に
関
す
る
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん
』

　
朝
夕
、
犬
を
散
歩
す
る
飼
い
主
の
方
を
多
く
見
受
け
ま
す

が
、フ
ン
の
後
始
末
を
す
る
道
具
を
持
た
な
い
人
や
持
っ
て

い
て
も
後
始
末
を
行
わ
な
い
な
ど
、
フ
ン
に
対
す
る
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
や
散
歩
時
に
一
時
的
に
リ
ー
ド

を
外
し
他
の
人
に
跳
び
か
か
っ
怪
我
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

り
、
犬
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

◇
散
歩
の
と
き
な
ど
、
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

　
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
飼
い
犬
は
必
ず
鎖
な
ど
に
つ
な
ぎ
飼
育
し
、
近
所
に
迷

　
惑
を
か
け
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
犬
を
嫌
い
な
方
も
い
ま
す
。
犬
の
放
し
飼
い
や
一
時
的

　
に
犬
を
放
す
な
ど
の
行
為
は
絶
対
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
飼
い
犬
に
は
必
ず
鑑
札
・
注
射
済
票
・
迷
子
札
を
つ
け

　
ま
し
ょ
う
。

◎
そ
の
２『
野
良
猫
に
は
え
さ
は
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
』

　
猫
は
発
情
期
に
な
る
と
相
手
を

見
つ
け
る
た
め
や
、
子
供
に
注
意

を
促
す
た
め
に
大
き
な
声
で
鳴
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
年
に
３
回
出

産
す
る
こ
と
も
あ
り
１
回
に
約
５

匹
の
子
猫
を
産
み
、
メ
ス
の
子
猫

は
約
半
年
で
発
情
を
向
か
え
出
産

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
猫
が
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と

い
っ
て
猫
に
え
さ
を
与
え
る
と
そ
こ
に
集
ま
り
子
孫
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

◇
野
良
猫
に
は
絶
対
に
え
さ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
適
切
な
繁
殖
制
限
。
（
飼
い
主
に
は
子
猫
も
幸
せ
に
す

　
る
責
任
が
あ
り
ま
す
）

●
問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係
　
TEL
７
２‐

３
１
６
９

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
15
日
は
、町
制
施
行
記
念
日
で
す

11
月
15
日
は
、町
制
施
行
記
念
日
で
す

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル・マ
ル
チ
を
回
収
し
ま
す

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル・マ
ル
チ
を
回
収
し
ま
す

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

11
月
25
日（
金
）
午
前
９
時

　　　〜
11
時

上
九
一
色
出
張
所
前

11
月
24
日（
木
）
午
後
１
時
30
分

　　　〜
３
時

河
口
湖
中
央
公
民
館
前

11
月
24
日（
木
）
午
前
８
時

　　　〜
正
午

大
石
公
園
駐
車
場

回
収
日

回
収
時
間

回
収
場
所

10
月
か
ら「
子
ど
も
手
当
制
度
」が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

10
月
か
ら「
子
ど
も
手
当
制
度
」が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た
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町
か
ら
排
出
さ
れ
た
生
ご
み
が
、
可
燃
ご
み
の
占
め
る

割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
生
ご
み
の
減
量
が
可
燃
ご
み
全

体
の
減
量
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
可
燃
ご
み
の
減
量
に
は
生
ご
み
そ
の
も
の
の
発
生
を

抑
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

こ
の
生
ご
み
の
減
量
は
、
町
の
み
で
の
取
り
組
み
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
及
び
事
業
者
の
皆
様
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
ご
み
の
減
量
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
生
ご
み
に
は
多
く
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生

　
ご
み
を
出
す
と
き
ギ
ュ
ウ
と
絞
る
水
切
り
の
徹
底
を
行

　
い
ま
し
ょ
う
。

○
調
理
の
つ
く
り
過
ぎ
に
よ
る
食
べ
残
し
の
な
い
適
量
な

　
食
品
消
費
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
食
料
品
の
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
を
考
慮
し
、
食
料
品

　
の
買
い
過
ぎ
を
避
け
廃
棄
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
み
、
ま
た
は
生
ご
み

　
を
埋
め
る
土
地
が
あ
る
場
合
は
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ

　
ニ
ン
グ
の
堆
肥
と
し
て
活
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
生
ご
み
処
理
機
器
設
置
費
補
助
金
交
付
制
度
を
活
用
し

　
な
が
ら
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
な
ど
を
活

　
用
し
て
適
切
な
処
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
町
で
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
生
ご
み
処
理
機

　
等
を
購
入
さ
れ
る
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◎
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
：
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で

　
千
円
単
位
未
満
切
捨
て
限
度
額
２
万
５
千
円

◎
業
務
用
生
ご
み
処
理
機
：
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
で

　
千
円
未
満
切
捨
て
限
度
額
１
５
０
万
円
、
リ
ー
ス
の
場

　
合
は
年
間
リ
ー
ス
料
金
の
５
分
の
１
以
内
で
千
円
未
満

　
切
捨
て
限
度
額
２
０
万
円
・
補
助
年
限
５
年
間

◎
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
：
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
千
円

　
未
満
切
捨
て
限
度
額
５
千
円
。

●
問
合
先
　
　
環
境
課
　
TEL
７
２‐

３
１
６
９

　
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
に
小
学
校
に

入
学
す
る
児
童
を
対
象
と
し
た
就
学
時
健
康
診
断
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
児
童

　
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
の
間
に

　
生
ま
れ
た
児
童

■
日
時
及
び
対
象
校

　
○
11
月
16
日
（
水
）
開
始
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

　
　
船
津
小
学
校
・
小
立
小
学
校
・
西
浜
小
学
校

　
○
11
月
22
日
（
火
）
開
始
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時

　
　
船
津
小
学
校
・
大
石
小
学
校
・
河
口
小
学
校
・

　
　
勝
山
小
学
校
・
大
嵐
小
学
校
・
富
士
豊
茂
小
学
校

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※

船
津
小
学
校
は
児
童
数
が
多
い
た
め
、
実
施
日
を
二
つ

　
に
分
け
て
あ
り
ま
す
。

■
当
日
持
参
す
る
も
の

　
○
小
学
校
入
学
通
知
書
　
　
○
母
子
手
帳

　
○
印
鑑
　
○
保
健
調
査
票
　
○
健
康
診
断
票

※

対
象
児
童
に
つ
い
て
は
、
10
月
上
旬
に
書
類
等
を
郵
送

　
し
て
い
ま
す
。

※

書
類
が
届
い
て
い
な
い
・
就
学
校
を
変
更
し
た
い
・
健

　
診
日
に
都
合
が
悪
い
等
の
ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

６
０
５
２

ご
み
の
減
量
を
進
め
ま
し
ょ
う

ご
み
の
減
量
を
進
め
ま
し
ょ
う

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
レ
ン
ジ
生
ご
み
の
減
量

 

管理課　防災係　℡ ７２-６０１３

 

Part 57Part 57Part 57
[地震によって散乱した家の中］

 

設置しましたか?
　住宅用火災警報器の設置が
　　義務付けられています

設置しましたか?
　住宅用火災警報器の設置が
　　義務付けられています

 

　地震によって家の中のあらゆる家具や物が転倒した場合、外へ出ることが困難に
なります。
さらに、窓ガラスや食器の破片などが散乱した中を素足で歩くのは大変危険です。
そのために、夜寝る時に枕元へ靴やスリッパを用意しておくとよいでしょう。
また、玄関先に一時的に荷物などを置いてしまいがちですが、有事の際にはそれら
の物が転倒したり散乱したりして思わぬ障害になることがあります。
玄関の外側にも物を置かず、スムーズに外へ出られるようにしておきましょう。
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平成24年度　保育所入所申込受付

保 　　育 　　所 保 育 年 齢 受 付 期 日

３．４．５歳児

１２月５日（月）

各保育所とも

１０時００分～１１時３０分

１３時３０分～１５時００分

１～２・３・４・５歳児 

１～２・３・４・５歳児 

１～２・３・４・５歳児 

０・１・２歳児

０～１・２・３・４・５歳児

１～２・３・４・５歳児

１～２・３・４・５歳児

０～１・２・３・４・５歳児

船津保育所〈町立〉　　（TEL 72－2007）　　

小立保育所〈町立〉　　（TEL 72－1646）

大石保育所〈町立〉　　（TEL 76－7754）

河口保育所〈町立〉　　（TEL 76－7617）

こもも保育所〈町立〉　 （TEL 83－3323）

勝山保育所〈町立〉　　（TEL 83－2124）

足和田保育所〈町立〉　（TEL 82－2954）

精進本栖保育所〈町立〉（TEL 87－2352）

富士ヶ嶺保育所〈町立〉 （TEL 89－2024）

《受付期日と場所》

入所申込書は、希望する保育所へ提出してください。

○ ゆめの木保育園（私立）○
　・ 満１歳児～５歳児が入所できます。

　・ 入所申込みに関するお問い合わせは、直接保育園にお願いします。（電話７２－４３２０）

　・ ゆめの木保育園入所申込書（公立保育所の入所申込書とは異なります）は、ゆめの木保育園と町役場に用意します。

　入所申込書は、町役場・各保育所に用意してあります。

　保育所に入所するためには一定の基準があります。ご不明な点や相談などありましたら町福祉推進課保育所担当

又は各保育所へお問い合わせ下さい。

※現在入所中の児童で引き続き入所を希望する場合には、後日、現在入所している保育所を通じ継続入所申込書   
　（家庭状況調査票、所得証明書や在職証明書など）を提出していただきます。
《保育所見学》
　１２月１日（木）・２日（金）の午前１０時から午前１１時３０分の間、保育所の見学ができます。施設の状況や保育

の様子など見学いただき保育所入所の参考にして下さい。

　なおこの日程で都合がつかない場合は、直接各保育所に連絡のうえ、見学を行うことができます。

　町では来年４月から新しく保育所へ入所を希望される児童の入所申し込み受付を次の日程で行います。（育児休
暇等で年度途中に入所を希望される方も申し込みください。4月以降に入所申請をされる場合には定員の関係で
入所出来ない事もありますので注意してください。）

●問合先　福祉推進課保育所担当　ＴＥＬ７２－６０２８

※保育年齢は、４月１日現在の年齢です。

　幼稚園は子どもが、初めて出会う学校です。子どもたちが小学校６年間を楽しく過ごすためには、心と体、知恵が

バランス良く成長している必要があります。森の中の小さな幼稚園で、すてきな夢を育ててみませんか。

■願書受付　１１月１日から

■対象児童　３歳児　３０名（ゆめの木保育園併設）

■受付日時　月～金曜日は午後６時まで　土曜日は午前中

■説 明 会　 火・木曜日　午前１０時から正午まで

　　　　　　※１クラス２名の保育士が担当、英語教育、カリキュラム、給食、送迎、年間行事等、

　　　　　　　当日授業参観、体験入園可

●問 合 先　マリア国際幼稚園　TEL０５５５－７２－５５２２

＝マリア国際幼稚園＝
平成24年度入園願書受付のお知らせ
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「食」についてみなさまの声をおきかせください「食」についてみなさまの声をおきかせください「食」についてみなさまの声をおきかせください
　町では、「富士河口湖町食育推進計画」を策定しています。策定にあたって、みなさまに親しみやす

くわかりやすい計画とするため、より多くの方々のお声を計画に反映させたいと考えております。

　そこで「食育」に関する次のテーマについて、町民のみなさまのご意見や、エピソードなどを募集し

ています。みなさまの声を是非おきかせください。

みなさまのお声は　健康増進課　　ＴＥＬ７２－６０３７　　ＦＡＸ７２－６０２７　まで

地域の行事食など
レシピ

夏バテをふせぐには

食育に関するいろいろな取組

好き嫌いをなくすには

季節の野菜
食べ物の思い出
食育に関連した

食べ物の

 

 

食事のマナーに
ついて

❶ ❷ ❸

❹
❺

❻

❼

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
と
！渡

辺
　
節
子

　「
語
ろ
う
・
紡
ご
う
・
だ
ん
だ
ん
の
縁
を
世
界
へ
」
を
テ
ー

マ
に
日
本
女
性
会
議
２
０
１
１
松
江
が
10
月
14
日
〜
16
日

の
３
日
間
、
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か

ら
も
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
と
事
務
局
五

名
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
本
女
性
会
議
は
１
９
７
５
年
の「
国
際

婦
人
年
」
と
「
国
連
婦
人
の
10
年
」
を
記
念

し
て
始
ま
り
第
28
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
登

山
家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
「
エ
プ
ロ
ン
を

は
ず
し
て
夢
の
山
」
と
の
記
念
講
演
や
、
女

性
の
地
位
向
上
に
向
け
て
課
題
を
探
る
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
ま
た
「
女
性
へ
の
暴
力
」「
女
性
の

政
治
参
画
」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」「
東

日
本
大
震
災
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
」
な
ど
の

テ
ー
マ
に
し
た
10
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
日
本
女

性
会
議
を
通
し
て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
へ

の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
女
性
の
パ
ワ
ー
と

感
性
を

「

一

人

ひ
と
り

が
輝
く

ま
ち
づ

く
り
」に

繋
げ
て

い
き
た

い
と
お

も
い
ま

し
た
。

ふじサンサン 富士河口湖町男女共同参画推進委員会

私たちのまわりの「食」をめぐる現状として、栄養の偏りや、不規則な食事などのいくつかの問題が生
じています。私たち一人ひとりが「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実
践できるようになるために、家庭・学校・保育所・地域・事業所・行政がそれぞれの立場から食育の推
進に取り組んでいくことが必要です。その指針となる計画です。

「富士河口湖町食育推進計画」とは

■募集期間　１１月～１２月２０日

■提出方法　メール、手紙、ＦＡＸ又は電話で健康増進課までお願いします

テーマ
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健康のまちづくり 

薬物の乱用は、あなたとあなたのまわりの社会をダメにします！薬物の乱用は、あなたとあなたのまわりの社会をダメにします！薬物の乱用は、あなたとあなたのまわりの社会をダメにします！
　　　　　Ｈ23．10．1～11．30は、麻薬・覚せい剤乱用防止運動実施中

食
生
活
改
善
推
進
員
の
お
す
す
め

〜
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
卵
焼
き
〜

栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー 

81
kcal

 

 

《
作
り
方
》

≪材料４人分≫
ズッキーニ ………………… １本
塩 ……………………………少々
小麦粉 ………………………大さじ１と1/2
卵 ……………………………１個
ごま油 ………………………大さじ1
★醤油 ………………………大さじ3
★酢 …………………………大さじ1
★砂糖 ………………………小さじ1
大葉（せん切り）……………１枚

自分のため、家族のため、仲間のため大切なものを守るため・・・・・・
互いに心と言葉をかけあいたいものです。

 　脳や神経細胞に作用して、気分を変えるあらゆる物質のことを言います。その中で、シンナーやあへん、覚せい剤、コカ
イン、大麻のようなものは、絶対に使ってはいけない薬物です。
　そして、これらの薬物を正しい使用目的（痛み止めなど）ではなく、遊びや快感を求めるために使用することを「薬物乱
用」と言います。たった１度でも使えば薬物を乱用したことになるのです。

＜薬物乱用の症状＞
・薬物を使い続けると　⇒  犯罪の誘発、家庭の崩壊、社会秩序の破壊をまねく要因に。
　　　　　　　　　　　　　 ○実際には見えないはずのものが見える、聞こえる。誰かにつけられている。
　　　　　　　　　　　　　　 追われている、自分の悪口を言っていると思い込む。　⇒　精神障害
　　　　　　　　　　　　　 ○ワケが分からなくなって暴力を振るったり、自殺してしまう人も。
・薬物禁断症状が出ると　⇒  普通の生活ができなくなる
　　　　　　　　　　　　　　 … 手足が震えて字が書けなくなる、物を考えられなくなる。
＊こんな誘い言葉に気をつけて＊
　･やせられる　　・自信がつく　　・スカッとする　・元気がでる　・眠気がとれる
　・ちょっとためしてみない　・１回だけなら平気さ

「薬物」とは

薬物は、血液から脳に入り込むんだ。
そして脳や神経の働きを乱して、正常な脳をおかし
くしてしまうんだよ。

そのとおり！！
だから私たちの体はもちろん、心だってひどいダ
メージを受けてしまうの！！

人間にとっていちばん大切なところが、悪い影響を
うけてしまうんだね。

薬物乱用・薬物依存症・「心」と「身体」への影響　

ＮＯ！ と断る勇気が必要です

①

ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
皮
を
縞
模
様
に
剥
い
て
１
㎝
幅

　

の
斜
め
切
り
に
す
る
。

② 

①
に
塩
を
振
る
。

③

②
と
小
麦
粉
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
振
り
、
小
麦

　

粉
を
全
体
に
ま
ぶ
す
。

④
③
に
溶
き
卵
を
よ
く
か
ら
ま
せ
、
ご
ま
油
で
両

　

面
を
焼
く
。

⑤
焼
き
上
が
っ
た
ら
皿
に
盛
り
、
付
け
合
せ
に
ト

　
マ
ト
を
添
え
る
。

　 

酢
醤
油
で
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
足
和
田
地
区
会
員
）

●問合先　健康増進課　TEL７２-６０３７
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梶原林作基金について、平成２３年度助成の申請受付を行います。
　「梶原林作基金」とは、富士河口湖町地域づくりのために、町民の皆さん、または町に縁のある個人及び団体が行

う地域づくり事業に対し、助成を行う制度です。対象となる事業は以下のとおりです。

※平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの間に行われる事業が対象です。

　　　　　　①地域の文化振興に資する事業　　　　  ②文化芸術の創作及び成果の発表等

　　　　　　③活力ある地域づくりのための事業　　　④個性豊かで魅力ある地域づくりのための事業

　指定の申請書に必要事項を記入して、町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）まで直接お持ち下

さい。（郵便、その他の方法では受付できませんのでご了承下さい。）

　※申請書は町教育委員会文化振興局（河口湖ステラシアター内）にございます。ご希望の方はお問い合わせ下さい。

受付期間

申請方法

お知らせ

助成までの流れ

お問合せ先

平成２３年１１月４日（金）から１２月５日（月）まで

⇨ ⇨ ⇨ ⇨

本年度の事業助成は今回で終了する予定です。

町教育委員会　文化振興局（河口湖ステラシアター内）　TEL ７２－５５７７（火曜日定休日）

　

去
る
10
月
13
日（
木
）に
、船
津
福
祉
セ
ン

タ
ー
他
３
ヶ
所
で
鍼
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

山
梨
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
師
会

湖
岳
部
会
の
皆
さ
ん
13
名
の
ご
協
力
を
頂
き

合
計
51
名
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
、「
来
た
時
は
張
っ
て
い
た
肩
も

ほ
ぐ
れ
、楽
に
な
っ
た
」、「
体
が
軽
く
な
っ
た
」

と
か
、「
毎
年
、楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
言
い

な
が
ら
、帰
り
は
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

　

10
月
21
日（
金
）に
、町
民
体
育
館
に
お
い

て
、本
会
主
催
の「
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。今
年
も
、障
害
者
福
祉

会
、老
人
ク
ラ
ブ
、ハ
ー
バ
ル
工
房
、パ
ル
パ

ル
、ス
イ
ー
ト
ベ
リ
ー
か
ら
総
勢
４
７
９
名

の
参
加
の
も
と
８
種
目
の
競
技
を
行
い
ま
し

た
。年
々
増
加
す
る
参
加
者
達
も
、「
ス
テ
ィ
ッ

ク
で
Ｇ
Ｏ
！
」「
魚
つ
り
」「
玉
入
れ
」等
の
各
競

技
に
真
剣
に
取
り
組

み
な
が
ら
も
、楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
交
流
の
輪
を
広

げ
、絆
を
深
め「
地
域

づ
く
り
」に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
　

優　

勝
・・・
足
和
田
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

準
優
勝
・・・
船
津
Ａ
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

準
優
勝
・・・
河
口
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

尚
、当
日
は
、民
生
・
児
童
委
員
の
皆
様
に

は
、競
技
進
行
等
全
面
的
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。紙
面
を
お
借
り
し
て
、お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
社
協
で
は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
地

域
福
祉
活
動
推
進
事
業
の
配
分
金
に
よ
り
、

軽
リ
フ
ト
車
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
頂

い
た
温
か
い
善

意
で
購
入
し
た

車
は
、高
齢
者

や
障
害
者
な
ど

町
民
宅
へ
の
訪

問
相
談
等
に
活

用
し
ま
す
。

 

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

鍼
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

　　　利
用
者
、笑
顔
で
帰
宅

鍼
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

　　　利
用
者
、笑
顔
で
帰
宅

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
」

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
運
動
会
」

共
同
募
金
配
分
金
で

　
　
　
　
軽
リ
フ
ト
車
購
入

共
同
募
金
配
分
金
で

　
　
　
　
軽
リ
フ
ト
車
購
入

老
人
ク
ラ
ブ
・
障
害
者
団
体
交
流

申請書提出 締切後、審査会を
開催（１月予定）

各個人、団体は
事業を実施 実績報告書提出 助成金交付


